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要 旨 ： 柱 の 両側 に 袖壁が偏 心 して 付 い た袖 冒妾付柱 4 体に対 し て 、柱の 帯筋間隔、柱際の 部分

ス リ ッ トの 有無 を変動 因子 として ，大変形に 至 る ま で の
・
定軸力 下（軸 力比 02 ｝で の 繰返 し水

平加 力実験 を行 っ た。本論文 で は 、2002 年度 に 行 っ た 軸力 比 0，1 の 試験体 4 体 との 比 較 も検

討し，耐力低 下率 ，軸 力保持性 能 な ど，実験結果 を中心 に 記す。実験 よ り，軸力比 の 相違，

部分 ス リ ッ トの 有無に よ り，水平変形性能や軸 力保持能力 の 違 い が ある こ とを明 らかに した n

キ
ー

ワ
ー

ド ： 袖壁 付柱，帯筋比 ，部分 ス リ ッ ト，軸 力比

1．は じめ に

　一
般的 な共 同 住宅や 学校校舎で 見 られ る よ う

な 二 次 壁付部材 と し て 柱 の 両側 に長 い 袖壁 の 付

い た部 材 が あ るc そ の よ うな部材に つ い て 軸力

比 をやや 大き く（約 O．2）し た場合の 耐力や 変形性

能 を分析 し ， さらに柱 と袖壁 の 接 合部 に部分 ス

リ ッ トを 設 け た 場 合 に つ い て そ の 影響 を明 らか

にする こ とを 目的 と し て ，袖壁 付柱 の 大変形 に

至 る水平加 力実験 を行 っ た。なお ，本論 文で は ，

帯筋比 の 違 い ，ス リ ッ トの 有無 ， 及び ， 2002 年

度実験
D
（軸力比 約 O．1）な どと比 較 ・検 討 し た。

2．実験概要

2．1 試験体概要

tifi：itillltSil
配 筋図

一
例 【No．1，3】

　 　 　 　 非偏心面 側

冠＿ ≡ 」亘」＿

　 　 　 　 偏心 面側

　 【試験 体 ／　 No．1，2】

蘊
非偏心面側

一
　 　 　 偏 心面 側

【試験体 ： No．3，4】

図
一1 試験 体詳細 図

　試験体 は ，中低 層 RC 造 建物 の 外周構 面中柱

（縮尺約 1f25）を想定 した もの で ，図
一1 に試験体

詳細図 を，表一1 に 試験体
．一一

覧を示す 。 また ， 表

一2 に 使 用 した コ ン ク リ
ー

ト及 び 鉄筋 の 材料特性

を示す 。

　変動 因子 は 1）va筋比 pa，2）部分 ス リ ッ トの 有

無で ，1）帯筋比 （帯筋 間隔 x の 相違 ）は 1期 C70年

以前）を想定 し た p。
−o．10％（x

− 100mm ），醐 C71

表
一1　試験体

一
覧

変動 因 子

No 試験 体 名
帯 筋間隔

　 x

　 ス リ ッ ト

幅（t、）・ 深 さ（td）

mm mm

1OICiOEW 一 　 　 100

（P。−0，10％ ）202CIOEWS レ2 15x25
303CO4EW 一 　 　 40

（Pw＝0．26％〕404CO4EWS レ2 15x25

【共 通 因子 】

1幅 ：b。−240mm ，柱 せ い ； D。−240  

主筋 比 ：Pg＝1．24016CLO−DIO）f 引張鉄筋比 ； p匸＝0．49臓 4−Dle ）

袖 壁 厚 さ ：い 5〔｝  ，袖壁 部分の 長 さ ： L。−960  

袖 壁 付柱 全長 ：L
’−i200mm ，1人］法 高 さ ： 馬＝1000 

袖壁 縦 筋比 ，横筋比 ：P、−O．26％（4 φ＠100 ・ンV
’
sL）

幅 厚 比 二 at ．21（t  B。）
rF．縮，引張 側 袖壁 の 柱せ い に 対 する比 ： J3　r

＝2．0 ，β，；2．00
軸 方向 YJ／N−339kNCOo −N ，，（b。・D、肖 ．89N ！ 

一
）

症主の 軸 ］］　L
一
ヒ　：　η

＝021 （ワ
＝

〔rlゾσ B）

【試 験体 の 記 号】例）　里 　⊆1P　 墨亙　二

　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 2　　　 3　　 4

1．通 し 番 弓
』

： No ．1〜No ．4
2．鵠 間隠 C10 （p。−0，10％ ，x−100  ｝，　 CO4 （p。−026 ％，x−40  ）

3偏 心 有無 ： CW （偏心 無 い ，　 EW （偏心 有 り ｝

4、部分 ス リ ッ ト有無 ：
一

（無 し），S1／2（』＝F2 竃w＝25mm ）

＊1 東京 理 科 大 学 　理 工 学部建築学科 助 手 　博 上（工 学） （正 会員）

＊2 工 学院大学大学院　工 学研究科建 築学専攻 　（正 会員）

B 工 学院大学　工 学部建築学科教授　⊥ 博　（正会員）
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年一一’80 年）を想定 した PS＝O．26％ （x＝40   ）の 2 種

類，2）柱 と壁際 に ス リ ッ ト深 さ td−25  の 部 分

ス リ ッ トを設 置 した もの と し な い もの の 2 種類

と し た。

2．2 加 力方法

　加 力 装置 は ，図 一2 に 示 す よ うに パ ン タ グ ラ フ

に よ り上 下 ス タ ブ が 回転拘束状態 で 水
 F方向の

平行移 動 を保持す る建研 式柱加力 装置 を用 い ，

鉛 直ア クチ ュ エ
ーター上 部は加力 フ レ

ーム に対

し て ロ
ー

ラ
ー

支持 と し た 。 E下 ス タブ の 相対水

平変位を測 定 し柱 の 材長で 除 し た値 を部材角 R

と した。荷重履歴 は ，　
・
定軸 力 ド約 339．OkN（η

一・021 ）に お い て ，水平ア ク チ ュ エ
ータ

ー
で 多数回

正 負繰返 し水平静加 力 を行 っ た u 図
一3 に 示す よ

うに，袖壁付き柱 の 終局強度の 約 70％（約 150kN ）

を 目安に 正 負方向に 加 力 を 行 な っ た 後，変位制

御に 切 り替え ，部材角 R＝1／400 〜1／50 の 繰返 し加

力 を 中心 と し た。最終的に は柱が 鉛 直方向 に

30mm 以上潰れ るまで 水平加力を続け，そ の時点

で 強制終了す るよ うに した 。

表
一2 材料特 性

コ ン ク リート

Fc21

圧縮強 度

σ B （N ！mrni ）
　 28 ．4

ヤ ン グ係数　　　 つ
E

、 （N’mm つ

2．61xlO

鉄筋

D104

φ

降 伏 強度

σ （Nrmrn2 ）

　 390．4
　 301，1

引張強 度

σ
↑（N！mm

！

）

　 549、 
　 370．4

降伏 歪み

F （％ ）

　 0．20
　 0，14

3．実験結果

　図
一4 に 各 試験体 の せ ん断力 （Q）と部材角（R）の

関係，水平加 力終 f後軸方向力を 除荷 し た最終

破壊状 況 の ひ び割れ 図 を示 す。ひび割れ 図 は，

柱 型 の 見 えな い 偏 心 面 側 ，柱型 の 見 え る非偏心

面側 ，側面側 か ら観測 し た もの で あ る。な お ，

せ ん 断 力 は水平 ア ク チ ュ エ
ー

タ
ー

の 荷重 の 値で ，

軸力 に よ る P一δ効果 も含まれ て い る。

3，1 崩壊経過

1） ス リ ッ ト無試 験体（No．Ol，03）

　No ．1（Pw＝0．10％ ）で は ，初期段 階で 袖壁に 曲げ，

せ ん断 ひ び割れ と順 に発生 し，そ の 後 ，柱頭 ・

柱脚 で 曲 げか ら曲げせ ん 断 ひ び割 れが発 生す る 。

ま た ，柱側 面 に は ，偏心 の 影響 と思われ る斜め

の 捩 り せ ん 断 ひ び 割 れ が 発 生 す る。そ し て ，偏

心 面側で は ，壁 せ ん断ひ び割れ部分が拡幅 し，

そ の ひ び 割れ が 柱 へ と進展 す る。非偏心 面側 で

は ，柱頭 の 曲げせ ん 断 ひ び 割れ が 拡幅す る．最

終 的に，袖壁 と柱 に連 な っ たほ ぼ対角線状 に近

＋h （［n鱒
　 30

ユ紬

1510255

　

誓
．m
−1〜

．ZO

．。 面論

い ひ び 割れ とな り，急激 な崩壊に 至 っ た 。

　
一

方 No ．3（p。＝026 ％ ）で は ，　 No 」 と初期段 階は

ほ ぼ 同様な破壊性状を 示 すが ，帯筋が 密に 入 っ

て い るため壁 せ ん 断 ひび割れ が柱 まで伸展せ ず ，

柱 と袖壁 の 境界部分 に小 さな斜 めせ ん 断ひび割

れ が 多数発 生す る こ と で 柱 と袖壁 が分断 され た

よ うに な っ た 。 そ の 後，柱頭 ・柱脚で 曲げか ら

曲げせ ん 断 ひ び割れ と発生 す る 。 壁 せ ん断 ひ び

割れが 拡幅す る が，柱 と袖壁 の 分離に よ り対角

線状破 壊 とな らず ，柱 脚部の 曲げせ ん 断ひ び 割

れ に変形及び損傷が集中し，崩壊 へ と 至 っ た。

2） ス リ ッ ト有 り試 験 体〔No ．2，4）

　初期段 階で ス リ ッ ト部分に ひ び割れ が 生 じ，

柱 と袖壁 が分離 し，別 々 の 部 材 と して の 挙動 と

な る。そ の 後 ，袖壁 で は，ス タブ との 境界 付近

に曲げ ひ び割れ が発生 し，袖壁 せ ん 断 ひ び割れ
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No．1 ： 01C10EW −
（ス リッ ト無）
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圓
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．一一
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−3
）

ll
No ．3 ： 03CO4EW −

（ス リ ッ ト無 ）

圜

No．2 ； 02CIOEWS 且〆2（ス リッ ト有 ｝

300200100

　 0

−100

−20e

・300
　 −60．0　−40．0　−20．O　　O．O20 ．0　 40．0　 60．0

300200loo

　 o

−100

−200

−30e
　 −60．0　−40．0　・20．O　　O．O

　 せ ん断 カー
　 Q（kN）

一

． ．一．9
　．
鴨．監 許

一一一一
　△ cQ

　　一

一 ．、遇 q　−
．一「

＿＿一
．一．一」
■

Ω曲 三 ユ跳 ヨ　　　　 部 材角 Kx10
−3

＞

圏
20．0　 40．0　 60．0

図
一4 せ ん断力 （o）と部材角   の 関係

注

嚶 辮

　　　　 及び最終破壊状況　　　　　　 丸印

と柱頭，柱脚 の 曲げせ ん 断ひ び割れ が発生す る 。

更に ， 袖壁 の 曲げ圧潰が 進 む と，徐 々 に 壁 で 負

担 して い た軸 力が柱 に 移 る。Pw＝0．10％ の No2 で

は ，袖 壁 が軸力 を負担で きなくな る と同時 に ，

柱脚 の 曲げせ ん断 ひび割れ 部分に変形及 び 損傷

が集 中し，急激に鉛直変位 が進 展 し崩壊へ と至

っ た。一方，p广
一〇．26％ の No．4 で は，壁 が 負担 し

て い た 軸力 を柱 で も保持で き，そ の 後も安 定 し

た挙動 を示 し， 水平耐力が 零付近 ま で維持 した 。

3．2 最大耐力と耐力低下 率

　 図
一5には正加 力時 の 包絡線を，図一6 に は 加

力サイ ク ル 毎の せん断力（Q）を最大耐力 （tQmax ）で

除 し た値 を 示 す。 こ れ らか ら 以下 の 事項が 明 ら

か とな っ た 。

D 各試験体 とも，部材角 R・・11200で 最大耐 力に

No．4 ： 04CO4EWS1 〆2（ス リッ ト有）

團

300200100
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−100

−200

−300
　 −60．0　一姻｝．0　−ZO，0　 0，0

　 　 　 　 i

せ ん断 力　　　　　　　 Ω■遡
Q（kN） 　 ▼ 。嚥 QL−「一．一．　．

　　　　1−．一ド　 ． ＿ ＿一＿＿＿
　 　 　 △ じQu

▽ 。〔 一一一
．一．

▲ 9虹
＋

一
．一．一
・QL

一 十
　 ［

轟zoo．OkN 部材 角ぼ xlo
’3
）

20．0　 40．0　 60．0

；独 立柱の 終 局強度計算 値 （。QJ
：独 立柱 と両側 袖壁 2枚 分の 終 局強度 （2・wQ 、） の 単純和

：軸力支持限 界

　 　 300

　 2502

己 2000RISO

ぐ 100

　 50o0

，0　　　　　　　10．0　　　　　　　20．0　　　　　　　30、0

　　　　　　 部材角 R （xl 〔r3rad．）

　　　 図
一5　正 加力時の 包絡線

東〕．0

　 達 し た。

2）ス リ ッ トが ない 場合（No．1， 3）とス リ ッ トが有

　 る 場合（No2 ，
4）を比較 す る と，ス リ ッ トを 設

　 けた こ とに よ り，最大耐力 は それぞれ O．84，

　 0，75 倍 に低 下 した。
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3）帯筋比 pw＝｛〕．10％ （No 」，2）と pw＝O．26％（No、3，

　 4）の 違 い に よ る最 大耐 力 へ の 影響 は
， 約 5eK，

　　前後と少 ない 。

4）最大耐 力以降 の 耐力低下 の 割 合 は ，帯筋 比 の

　 違 い 及 び ス リ ッ トの 有無で 大き く影 響す る。

　 p．

−0．10％（No ．1）で は せ ん 断力 が R ＝IAOO で最

　 大 耐 力 の 30t／。 以 F ま で 低 下 す る が ，

　 pw−0，26％ （No ．3）で は 80％ 〜50％ 程度 の 低 トに

　 留 ま っ て い る。しか し，ス リ ッ トを 設 け た 場

　 合 に は 帯筋比 の 違い に よ る影 響 は小 さ くな

　 　り，No2 ，4 ともに R＝1150で も最 大耐 力の

　 60％ 前後 の せ ん 断 力 を 維 持 し て い た。

3．3 軸方向変位

　 図
一7 には，鉛直変位（δ、）と水平変位〔δ h）の 関

係 を示す、図 で は 軸力（339kN）を受けて 縮む方向

を負 と して い る 。 また ，図 中の 丸印 は 軸力 支持

限 界 （鉛直 方向 の 柱 の 崩壊 を 目視 あ る い は 試 験

機 の 制御装置に よ り鉛直変位 30mm 以 上 に達 し

た 直前） を示す．さ らに，図
一10に は 最大耐 力

時及 び軸力支持 限界時部材角（R （）max ，　 R
。）を示す。

こ れ ら の 図か ら以 下 の 事項 が 明 らか とな っ た 。

DPw ＝O．10％ の No．1，2 は 急激に軸方 向 へ 縮む が ，

　 prO ．26％ の No ．3，4 は 徐 々 に鉛直変位が 増加

　 　して い る v

2＞Ru は 馬 max に対 して ，ス リッ ト無 し で 2〜3

　 倍 ，ス リ ッ ト有 で 4〜6 倍 とな っ た。

3） ス リソ ト有 り の R
、 は 無 し の 馬 に 対 し て 2，0

　 倍 とな っ た．：

4）p。＝0．26％ の 凡 は Pt＝0．10％ の R．に対 し て 1．5

　 倍 とな っ た。

5）各試験体 と も初期段 階で は鉛 直変位 が正 の

　 値 を示 し て い る が ，こ れ は 曲 げ挙 動 が 卓越 し

　 て い る た め で あ る。

3．4 袖壁の 面外変位

　図
一8 に各加 カサイ クル ピー

ク 時 の 袖賠 面外

方 向 （加力 直交 方向 ）の 変位（w δ
IklFF ）と水平変位（δ

h）の 関係 を示す。図 の 面外 方向変位 は 偏心 面側を

正 ，非偏心 面側 を負 と して い る。

　す べ て の 試験 体 で 面外 方向 に 変形 が起 きたが，

ス リ ッ トの 有無に よ り大 きな違い が見 られ た 。

w δ酬 は，R；1／200 で ス リ ッ ト無 し （No ．1，3）は ス

リ ッ ト有 り（No2 ，4）の 約 1」1〜1£ 6 倍，　 R＝レ 100

で約 2，71〜4．66 倍 と な っ た 。

　水平方向 の 変形 が 増す に つ れ ，偏心 面 側 に 変

形が進 む こ とが分か る。また，ス リ ッ トを設 け

　 1．2

　 1．0

　 0．8
δ

δ
o・6

　 0．4

　 0．2

　 D．0　 　 　 　

　 　 　 SOkN （1〆400） 〔li200）（レ100） （1167）　（1〜50）（li25〕｛レ1（））

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 部材 角 R （rad．）

　　 図一6　部材角（R）と耐 力低 下率 （Q，／tOmax ）
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る こ とで あ る 程度面外 変位が抑え ら れ て い る。

3，5 履歴 エ ネ ル ギ
ー

吸収 量

　図
一9 に は各 試験体 の 繰 り返 し載荷 に よ る履

歴 ル
ープ の 面 積 を単純和 した 値（∠ W ）を 示 す 。

　 エ ネ ル ギ
ー

吸収 性能は せ ん 断補強筋量 が 多 い ，

または ス リ ッ トを有 して い る と高 くな る 。
っ ま

り，No ．3／ No ．1，No．4／ No2 は それ ぞれ 2．59 倍，

1」8倍，No
，
2／ No ．1，No ．4／No ．3 は そ れ ぞ れ 3．19

倍，L45 倍 とな っ た。

4．軸力比 の違 い に よる影 響

　 図
一10 で は，本実験 （η　

＝O．2）と 2002年度実験

（n　
＝O，1）を比較す る た め ，せ ん 断耐力時せ ん 断応

力度 比 （τ　maxf σ　B ｝，最 大耐 力 時 及 び 軸 力 支 持 限 界

時部 材角（RQm 。x，　 R 。）を 示 す。せ ん 断応力度比 と

は ， せ ん断力 の 最大値（tQm 。，）を柱の 断面積（b，

・D 、）

で 割 っ たせ ん 断 応力度〔τ ln。、）を コ ン ク リ
ー

ト強

度〔σ B）で 除 し た 値で ある。ま た ，
’02 年度実験 で

は軸力 が 支持 で きな くなるま で の 水平加力 を し

て い な い ため ，Q一δ曲線や 軸方向変形などを参

考に して，軸力支持限界 R 、 を推測 した（図 中の 括

弧内 の 数値）。

4．1 最大耐力

　軸力 が 2 倍 にな る とせ ん断応力度比 は ，約 5％

前後上昇 して い る こ とか ら，軸力 の 増加 に よ る

耐力 の 上昇 は少な い
。 また，No．1 は η

＝O．1の 場

合の 方が 10％弱 の 耐力上 昇が 見 られ た nNo ．1 は

特 に 脆性 的は破壊 に よ り急激 に耐 力低 下 して い

る ため，耐力の ば らっ きが大きい と思われ る。

4．2 軸力支持限界

　最大耐 力時 の 部材角（RQmax）は ，す べ て の 試 験

体で R＝J／200〜IAoo の 範囲 とな っ てい る。 しか

し，軸力比 が 小 さい 方が RQmax は大 き い tt

　軸力支持限界時部材角（R 。）は ，軸力 が 大き い ほ

ど小 さ い 。特 に Pw＝0．26％ の 揚 合 で は，　 T］　
；O．2 の

ときの K は 11　＝O．1の とき の R．
の 半分以 ドとな っ

て い る。

5．実験値と計算値の 比較

　袖壁付柱 の 終局強度 に関 して ，文献 2）の 既往

3500300025002000150010005000

　 　 　 　 　 　 試 験体 番号 （No ．）
図
一9　履歴 ル ープ面積の 総和 （∠IW）
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試験体

爵号
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No．1No

．2102
−

No 、3No
，3
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02・

ND ．5No
，4

’
02−

No ．7
η 020 」 0．2oJ0 、20 ．10 ．2o 」

P鴇 0」0 OlO 0．26 0．26
刈 ント 無 有 無 有
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共 通 事項 ：1｝柱 と袖壁 は 偏 心接合，2｝繰 り返 し加 力

図一10　せ ん 断応力度比 （τ
，，、／σ B），最大耐 力時

　 及び軸力支持限界 部材角 （Ro，ex ，　 Ru）の比較

の 評 価式を用 い て 袖壁 付柱 の 曲げ ，せ ん 断 の 終

局強度式 に っ い て 実験値 との 比 較検討を行 っ た。

また，柱部分を独立柱 と し た時の 柱の 終局 強度

と袖 壁 部分 を 2 枚 の 柱 型 の 無 い 独 立 壁 と した 時

の 壁 の 終局強度 の 計算値に つ い て も検討 し て い

る。なお ，ス リ ッ トの 有る試験体に つ い て は壁

厚 〔い 50   ）か ら ス リ ッ トの 厚 さ（tl−25mm ）を減

じ た 厚 さの 均 ．・・
な壁 と して 終 局強度 を計 算 した 。

　実 験 結 果 は 袖 壁 の せ ん 断破壊後 に 柱 の せ ん 断

破壊 とな っ て お り，せ ん 断終局強度（cwQ 諭 と実験

値を 比 べ る と，098 〜1．20 と概ね近 い 値 とな っ て

い る こ とが い える。 しか し ， 破壊 モ
ー

ドは複 雑

で ，曲げ破壊 ，せ ん 断破壊 或 い は 袖壁 と 柱 の 境

界部分 の 破壊など区別 をす る こ とは難 し く，評

価式か ら推測す る こ とは容易 で はな い 。
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　 ス リ ッ トが 有る場合 には ス リ ッ ト部分 の 破壊

に よ り袖壁 と柱 が 別 々 に な り，両 側 2 枚 の 袖壁

の せ ん 断余裕度（Sw）は 1．30 で袖壁 は 曲 げや 曲げ

圧 壊，柱は柱頭 ，柱脚 の 曲げ降伏 後 の せ ん 断破

壊 とな り ，
こ の 場合 も破壊 モ

ー
ドを評価式 か ら

推測す る こ と は 難 し い 。し か し，最 大耐力 は （2）

式 の twを tw
’
に 置 き換 えて ， 式（5）の よ うに袖壁厚

さを ス リ ッ トの 厚 さと し て 低減 したせ ん断終局

強度 で ，概ね近 い 値 とな っ た 。

t．．
’＝tv　Ltd ・・…・…

　　　　
一・…・……”

　
・
（5）

　t．： 袖壁厚 さ，td ： 部分ス リ ッ トの 切 り込 み 深 さ

6．ま とめ

　偏心 接合 し た袖壁付柱 の
一

定軸 力下 に お け る

繰 り返 し水 平加 力 実験 に よ り以 下 の 事項 が 明 ら

か とな っ た 。

D 袖壁付柱 の 耐震性能は ，柱 の せ ん 断補強筋量

　　や構造 ス リッ トの 有無 に よ り顕著な影響 を

　　受 け る 5 つ ま り，柱 の せ ん断性 能が高 い あ る

　　い は構造 ス リ ッ トを有 し て い る 場合 ， せ ん 断

　　補強が 少 な く ス リ ッ トの 無 い 袖壁付柱に 比

　　べ て 変形性能が向上する。

2） 軸力 比 の 違 い が最 も影響す る 柱 の 性 能は，軸

　　力支持 限界 時 の 変形性能 で あ る。軸力比 が大

　　き くなる と最大耐力以 降の 変形性 能 が低下

　　す る。しか し，最大耐力や破壊 モ ー ドに っ い

　　て は 軸力 比 が 0．2 と 0．1 の 場合 で 大 きな違 い

　　は見 られ なか っ た 。

3） 最大耐力 の 実験値 と計算値 の 比較で は，既往

　　の 評価式
ユ〕
で 概 ね良 い 対応 を して い る。ま た ，

　　部分 ス リ ッ トが有る 場合 に は 袖壁 厚 さ か ら

　　ス リ ッ ト の 深 さを減 じ て 均
一
な壁 と し て 略

　　算す る と概 ね評価 で き る。
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表
一3　実験値 と計算値 の 比較

実験値
計算値

実験値胤 算値

No 試験体名
袖壁 付柱 独立柱 袖壁 〔2 枚分）

加 力

方 向

ρ m 昧

（kN）

R軸 聞

〔1び md ．）
破壊

モ
ー

ド

軸 Qm 、

（kN）
獻 Q、、
（kN）

s艦w
、Qm ．

0匸N ）

。Q ，，1

衂
s。

．Q．．

（kN ）

wQ 、．

（  ）
Sいρ m 皿〜。．Qm巴，Qm話 Q、、

101CIDEW 一 正 259．64 ．770WS →
CS（皿 ）

215．46
0541 ．20

負 ・248、8 一4，485
48055 0．45lDO

．911．23
0521 ，15

正 21854 ．835 0481 ．18
202C10EWSI ρ

負 206、6 ・5．005ST
→

WB ，CS456 ．72185 ．780．4182
．09 71、6193 ，121 ．300

．451 ．11

303C 〔舛EW 一 llこ 272．25 ．04DWS 一レ
CS480 ．55236．290 、49

0．571 ．15
負 一274，9 一2，510

113．591 、38 0571 ．16

404CO4EWSI12
正 2〔＞4、35 ．050ST →

204．08
045Loo

負 一200．04 ．980WFC ，CS456 ．72 0．45
0．440 ．98

注）　　iQm 。，　 ：最大 耐力実験値

　　　、．Qm、 ；袖壁 付柱 の 曲げ終局 強度 （式（1）に よる ）

　　　 tQm 、　 ： 柱の 曲げ終局 強度（式（3）に よる〕

　　　 wQm ，　 ：袖壁の 曲 げ終局強度（式 （3）に よ る ）

　 　 　 s．　 　：袖 壁 付柱 の せ ん断 余 裕 度　 a．’QmJewQs凵
　 　 　 s。　 　

・
袖 壁 の せ ん断 余裕 度 　。Q，冂u4 ’Qs、

　　　　　 R
）nax ： 最 大 耐 刀〔iQman ）時 部材角

　　　　　 L，，Qsu ： 袖 壁 付柱 の せ ん断 終 局強 度 （式 （2）に よ る ）

　　　　　 。Qsu　 ： 柱の せ ん 断終局強度（式〔4）に よる）

　　　　　 wQ 、u ： 袖壁 の せ ん 断終局 強度〔式（4）に よ る）

　 　 　 　 　 sc　 ：独 立柱 の せ ん断 余 裕 度　 cQm 、〆．’Q、u
※ 計算 式 と式 中の 記 号 の 意 味 は文 献 2）参照

一一ルf−一（o・9 ＋ β）　at
・
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…
（D

破壊モ
ー

ド

：耐 力 決定 要 囚→靱 性 決定 要 因

（ ）： 不明確

CS 　 　 ：柱 の せ ん断破壊

DT 　　：対角線状せ ん 断破壊

WS 　 ：袖壁 の せ ん断破壊

WFC 　 ：袖 壁 の 曲げ圧壊

WB 　 ；袖壁 の 曲げ破壊

ST　　．ス リッ ト破壊
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